
スターターワークショップ
日　時：3月23日（土）15:00 -19:30 　
会　場：SAGA CHIKA（佐賀県庁新館地下1階）

登　壇：中林正太（Happy Care Life株式会社代表取締役）

            佐々木元康（特定非営利活動法人『灯す屋』代表）…and more!
            山内泰、神田橋幸治、吉田啓助
定　員：40名
参加費：無料

主 　催：佐賀県政策部企画チーム　企画運営：ドネルモ
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https://forms.gle/jo3nUBgXXMp8YeNq5


あなたのさがはなんですか？

佐賀でなにかはじめるきっかけを探してる方

佐賀でなにかしたいと思ってはいる。けど…な方

将来になんかモヤモヤしている。うーん…な方

佐賀にこんな大人いるんだ！とびっくりしたい方

こんな方はぜひ！or こんな方を知ってたらお誘いを！
！

！

！

！

神田橋幸治：ビジネスデザインラボ代表

15:00-15:30 　イントロダクション

15:30-17:00　 熱烈紹介
「佐賀のゲストのその事業、ここがすごい！」

17:00-18:50 　懇親会：ワークショップ「さが探し」

18:50-19:30　トーク
「佐賀でなにか始めたい人のためのパスファインダー」

※適宜休憩を挟みます。
　懇親会では佐賀の美味しいケータリングを準備予定。

●日時・会場

●プログラム

日時：3月23日（土）15:00-19:30 　

会場：SAGA CHIKA（佐賀県庁新館地下1階）

●参加方法

右のQRコードからグーグルフォームに入力！ 

主催：佐賀県政策部企画チーム　企画運営：ドネルモ
お問い合わせ：donnerlemot@gmail.com

もともと銀行の世界でバリバリ数字を追いかけていたけど、だからこそ数字じゃ
ないものの存在が気になりすぎて、というか、実はなにかしらの強い倫理観が腹
の奥底にずっとあって、福岡県の財政構造改革や地域資本市場活性化など、や
たらと大掛かりなことをやることにもなったりしたロマンティックおじさん。

吉田啓助：株式会社大凧代表取締役
植物に詳しくて、公園や集合住宅の植栽管理のプロジェクトも手掛けながら、
MBAの勉強もして、植物を育てることと、人や街が育つことがシンクロしちゃっ
て、団地の再生などのやたらと大きなプロジェクトを立ち上げたけど、そのエネ
ルギーの膨大さに自分ももてあましちゃうおじさん。

山内泰：ドネルモ代表理事

中林 正太
Happy Care Life 株式会社
代表取締役

佐々木元康
特定非営利活動法人『灯す屋』
代表

キズを負いながらリアルに文化に救われてかろうじて生きていた若者が、気づ
いたらNPO代表や大学の特任研究員になっちゃって福祉やまちづくりなどボ
ーダレスに駆け巡るという万事結果オーライなんだけど、考える頭と喋る口の
スピードにギアかかると一人でスゴイ遠くまで行っちゃうおじさん。

佐賀県嬉野市にて、廃校活用による地域事
業・介護事業・茶の実油事業・エステ事業等を
手掛け、それらを手段に『誰もが活躍できる
仕 組み』を構築すべく奮闘中。

佐賀県有田町生まれ。地域おこし協力隊としてU
ターン。空き物件活用や移住定住支援を軸に活
動後、灯す屋を設立。誰もがおもしろい未来を描
ける社会をつくるために、様々な事業を展開。

●ゲストに来てくれる方

and more !

●一緒に話を聞かせてもらう3人のおじさん

業？さが？いずれにしても、なにかに突き動かされるように、ときに切実さをともなうように、なにかことを起こしていく。

まさにそのような人物に同じように突き動かされて、地域や社会は、未来を拓いていくのだと思います。

SAGAサステナブルイノベーション事業のワークショップ（WS）。それは本当に必要か。やる人は、WSがあってもなくっても、結局

のところ、なにかことを起こしているのだと思います。ではなぜ、WSをやるのか。ささやかなものだとしても、より良い

後押しになることを願ってのものになりますし、そもそもそのような気運溢れる社会にしていくことが必要だと考える

からです。そのような想いから、今回のWSでは、次の2点にポイントを置いています。

ワークショップで完結せず、その後の手引やヒントになるような体験にしたい
図書館学では、「パスファインダー」という素敵な言葉が大切にされています。「道（path）」を「見つける人（finder）」という

もので、知りたいことに辿りやすくなるための手引のようなものです。WSの後に、参加者の方々がなにかをはじめたくなる

誘惑やヒントに満ちた時間にしたいと考えています。

寄り道や弱さをも、肯定できるような体験にしたい
「成功」をしている方々を仰ぎ見ると、まっすぐその成功に向かっていったように見えてしまうし、隙のない超人のようにも

見えてきてしまいます。でも実際はそんなことないし、そんなイメージを前に、なにか始めようとする人にちょっと気後れ

する気持ちが生まれるなら、それはもったいない。WSでは、巷で流布する「成功イメージ」ではなく、創業や事業展開の

「リアリティ」を分かち合っていきたいと思います。

「誰かとの関わり合いの中で、偶然と必然が重なるようにその人の可能性が広がったり、事態が好転したりする。」

そんな不思議な出来事が起こせたら最高です。皆様のお越しを心よりお待ちしています。

https://forms.gle/jo3nUBgXXMp8YeNq5



